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こども園の自己評価表

社会福祉法人    敬愛会　

がもうこども園 

【評価対象期間】

令和７年 ４月 １日から令和 ８年 2 月 28 日

【評価責任者】

大阪市城東区中央2-10-26
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こども園における自己評価の結果 

   A　達成できている

   B  おおむねできている

   C　一部検討を要する

   D　改善を要する

１．教育・保育の計画の構成と実施に関する評価

A B C D

(1) ○    

(2) ○   

(3) ○

(4) ○   

(1) ○    

(2) ○

(3) ○

(4) ○

(5)  ○   

(1) ○    

(2) ○    

(3) ○   

(4) ○    

(1) ○    

(2) ○    

評 価
意見・改善策

教育・保育目標、方針を基に前年度の反
省を生かしつつ、職員間で話し合いなが
ら、育児担当制・流れる保育や主体性を
重視した保育に取り組んだ。
今後も全職員で共通理解を深めながら地
域の特色をより生かした保育を目指して
いく。

項 目 内 容

教育・保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた重
点目標を設定しているか。

指導計画については、子ども達の状況・
育ちを踏まえて個々に応じたねらい・配
慮事項を策定した。未満児においては、
家庭と連携しながら保育を行った。
引き続き、こどもの安全と健康を保障し
ながら自発的な活動と多様な経験を通
し、自立した生活を送るための基盤作り
ができるよう、職員の環境構成への実践
力を育成していく。
全職員が共通認識のもと、素材や用具を
活用した造形活動に取り組んでいく。

評価結果を基に、教育・保育の改善に努めているか。

目標は、各施設や地域の特色を生かしているか。

目標は、社会の要請や保護者の願いを反映してるか。

目標は前年度の反省を生かし、全職員で共通理解を図ってい
るか。

指導計画は、乳幼児の実態に即して作成してるか。

１日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよいか。

経
営
組
織

教

育

・

保

育

に

つ

い

て

行

事

に

つ

い

て

食

育

に

つ

い

て

環境の構成を意識した教育・保育や過程を常に工夫している
か。

素材・用具を適切に活用しているのか。

感染対策や年齢に応じた行事の持ち方を
考え、工夫しながら行ってきた。
PDCAサイクルをしっかりと意識した体制
をとっている。
行事については日々の保育との連続性を
意識し、こどもと職員にとって負担とな
らないよう工夫しながら、こどもが主体
となって取り組めるようにしている。

保護者の願いや意見を取り入れているか。

食育の計画を作成し、よりよい食習慣や心身の健康の基礎を
培うよう努めているか。

乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう食育について見
直しや改善を図っているか。

年齢別に目標やねらいをたて、活動計画
に基づいて保育活動に取り入れている。

行事の種類や実施回数は適切か。

行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか。

計画・実施・評価・改善(PDCAサイクル)の体制をとっている
か。



A B C D

(1) 能率的、合理的な運営組織になっているか。 ○    

(2) 職員の配置は適材・適所か。 ○   

(3) 係や仕事の分担・割り当ては適切か。 ○   

(1) 各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 ○    

(2)
職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を
惜しむことなく施設の運営に関わっているか。

 ○   

(1)
年齢別・クラス目標は、教育・保育目標や重点目標に基
づいて設定しているか。

○    

(2)
年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設定して
いるか。

○    

(3)
同年齢および異年齢児間の効果的な活動の充実を図って
いるか。

 ○  

(4) 評価、資料（諸記録）を集積しているか。 ○    

(1)
年齢別・クラス運営に生かされるような具体的保健対策
を講じているか。

○    

(2) 避難訓練・交通安全指導を適切に実施しているか。 ○    

(3)
健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭
への啓発を行っているか。

○   

(4)
乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等
と連携を図っているか。

○   

(1)
乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱ってい
るか。

○    

(2) 文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 ○    

(1) 研究主題は、保育目標の具現化につながるものである。 ○    

(2) 園内研修の計画・運営は適切か。 ○   

(3)
研究成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映さ
せているか。

○   

(4) 研究の実践による乳幼児理解が深まりをみせているか。 ○   

(1)
各種研究会、研修会、講習会への参加体制の充実を図っ
ているか。

○   

(2)
各種研究会、研修会、講習会での内容を園内に還元して
いるか。

〇

クラス会議・乳児会議・行事会議など、
必要な会議を計画的に行うことができ
た。

内 容
評 価

意見・改善策

感染症蔓延防止のため、早期把握に努め
るとともに、看護師が内部講師として救
命講習を行っている。
消防署と連携した避難訓練や不審者侵入
を想定した防犯訓練を実施し、防災・防
犯教育を行っている。また、プロジェク
ト活動で交通をテーマに取り組むことに
より、交通安全について学んでいる。
虐待の早期発見に努め、関係機関との連
携を図っている。

 項 目

年
齢
別
・
ク
ラ
ス
経
営

保
健
・
安
全
指
導

年齢別の教育・保育目標は、こどもの育
ちや実態に即した内容になっているか、
評価・反省を重ねながら改善に努めてい
る。次年度に繋ぐことを意識し、クラス
を跨いで積み上げの活動が継続していけ
るよう取り組んでいる。
カリキュラムや指導のため異年齢児保育
が限られるが、積極的に取り組んでいけ
るようにする。

２．教育・保育の計画の構成と実施を支える諸条件に関する評価 

情
報
の

取
り
扱
い

個人情報の取り扱いには十分に気をつ
け、職員の意識定着のため、リマインド
を定期的に行った。

研
究
・
研
修

園
内

園
外

課題に沿った研修会に積極的に参加して
いる。研修会の伝達は、職員会議を通し
て全職員に共有できるよう努めている。
研修での学びは実践できる部分は積極的
に導入している。
職員の意向を反映した研修参加も行って
いきたい。

園内研修では育児担当制やイエナプラン
を学ぶとともに、園外研修での学びを共
有した。学んだ内容は環境構成の見直し
など、保育実践につなげている。
リーダー保育士が中心となり積極的にク
ラス会議・乳幼児会議を行い、こども理
解と保育の資質向上につなげている。

経
営
・
組
織

分
掌
・
体
制

国の定める配置基準を大幅に上回る手厚
い保育体制のもと、一部の職員に業務が
偏らないよう、法人内・園内で業務分担
を図っている。

運
営



A B C D

(1) 施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 ○    

(2)
遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管している
か。

 ○   

(3) 不審者等の対する配慮を行っているか。 ○   

(4)
掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用している
か。

○    

(1) 小口現金を適正かつ適切に処理しているか。 ○    

園長を担当者とするなど取扱者を限定
し、施錠できる場所に厳重に管理してい
る。また、支払いの都度、勘定科目を小
口現金出納帳に適切に分類記入し、こま
めな残高確認の実施により、不正防止と
差異の早期発見に努め、適切適正に行っ
ている。

(1)
他施設等の児童・生徒と触れ合う中でこどもが楽しく過
ごし充実感を味わう事が出来るような配慮や援助・支援
を行っている

 ○  

(2)
参観や保育・授業等に参加するなどして、小学校等の教
育を理解しているか。

 ○  

(3)
日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かしている
か。

 ○  

(1) 保護者以外も対象にした参観日等を設置しているか。 ○   

(2) 保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 ○   

(3)
こどもの興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設
と交流しているか。

 ○   

(4)
地域の行事に参加し、地域の文化や生活に触れている
か。

 ○  

(1)
地域の子育て支援として、園庭や保育室等を開放してい
るか。

○   

(2)
「子育てについて」など、保護者を対象とした情報提供
の機会を設定しているか。

○   

(3)
職員による育児に係る「子育て相談」は充実している
か。

○   

(4)
医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護
者にとって必要な情報を提供しているか。

○   

(1)
保育支援システムやホームページSNSなどを活用して、
施設の情報を積極的に発信しているか。

○    

(2)
行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や児童施設、
小学校に対して周知しているか。

 ○   

(1) 第三者評価を導入し施設運営に反映しているか。 ○   

施
設
間
交
流
・
連
携

就学前児童が城東区内の他施設の児童と
触れ合うイベントに参加し交流してい
る。
円滑な小学校接続のため、就学前児童の
情報を小学校と共有するとともに、小学
校の見学を行い、小学校教育の理解に努
めている。
今後は他施設や小学校との交流を活発に
行っていきたい。

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携

保護者向けに親子登園や保育参観を通
し、教育・保育の理解と園の取り組みへ
の理解が図ることができるようにしてい
る。
保護者以外の地域の子育て家庭には園見
学を通して、教育・保育の内容等を知る
機会を設けた。
また、高齢者施設、警察、地域のスー
パー、消防署など地域の社会資源と連携
し、高齢者との交流、買い物体験を行っ
た。これらを通し、地域社会とのつなが
りを感じる良い経験の機会となった。

子
育
て
支
援
の
推
進

施設開放は、月 1 回WEBページから予約制
で行い、保護者からの子育て相談には必
要に応じ随時対応した。また、施設開放
は区役所を通じて、保護者への周知に努
めている。
保健福祉センター、児童相談所等の専門
機関と連絡をとり合いながら子どもの育
ちを共有し、必要な情報を保護者に提供
することができた。

各クラスの活動についてアプリやドキュ
メンテーションを活用し、保護者に発信
している。保育内容を見える化すること
で保護者に伝わりやすいよう工夫してい
る。また、SNSも活用し、保護者以外にも
広く発信することができた。

外
部
評
価

年度末には保護者アンケートで意見や要
望を聴き、施設運営に反映させた。保護
者の意見反映については、保育の質向上
に繋がる意見はできる限り反映した。第
三者評価も定期的に受審していく。

情
報
の
発
信

施
設
・
設
備

出
納
経
理

開
か
れ
た
保
育
園
づ
く
り

安全点検は、毎月職員が園内外を点検項
目に沿って行っている。
夕方のお迎え時には門番がこどもの飛び
出し防止に努めている。自動錠で鍵の閉
め忘れの防止や玄関の防犯カメラ設置に
より不審者の侵入対策を行った。玄関の
掲示板を使って感染症情報等をわかりや
すく掲示し、保護者に知らせる工夫をし
た。

評 価
 項 目 内 容 意見・改善策



(2) 地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか。  ○   

外
部
評
価

年度末には保護者アンケートで意見や要
望を聴き、施設運営に反映させた。保護
者の意見反映については、保育の質向上
に繋がる意見はできる限り反映した。第
三者評価も定期的に受審していく。

開
か
れ
た
保
育
園
づ
く
り


